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1。 は じ め に

デ イ タ は ユ ー ザ が

利 用 す る 上 で 、 不

対 話 的 シ ス テ ム の

の 前 に 座 つ て い る

め る に 至 つ て い る

機 械 と が 協 ■ して

端 的 な 例 で あ る と

ン タ フ ェー ス の 典

シ ン 。イ ン タ フ エ

タ に 取 り入 れ ら れ

、実 際 、 多 くの ア

に 応 用 す る こ と を

し て 、 こ れ ら は す

に よ り使 い や す く

い る とい え よ う 。

々 は 、 こ の 汎 用 性

と し て 汎 用 構 造 工

マ シ ン ψ (PSI)上

こ の EdlDSの 特 徴

を ま じ え て 紹 介 す

と使 い や す さ を 基 本 的

デ ィ タ Ed:psを 逐 次 型

に 開 発 した 。 本 稿 で

お よ び 機 能 に つ い て 助

る 。

工

ム を

や 、

端 末

が 占

間 と

最 も

。イ

ン マ

デ イ

る し

ィ タ

そ

汎 用

つ て

観

目 標

推 論

は 、

作 例

2.EdipSの 特 徴

EdlpSは 、 以 下 の よ う な 特 徴 を 持 つ て い る 。

○ 構 造 エ デ ィ タ で あ る

日 集 さ れ る デ ー タ の 中 に 構 造 を 持 ち 込 ん

だ構 造 指 向 型 エ デ ィ タ で あ る . こ れ に

よ り以 下 の よ う な 利 点 が 得 ら れ る 。

★ 人 間 の 考 え て い る 議 理 的 な 単 位 と編 集 操

作 の 単 位 との 一 致 を 図 れ る 。

★ 従 来 の エ デ イ タ で は 、 文 字 .単 語 .行 等

の よ う に 構 造 の 大 き さ 毎 に 類 似 の コマ ン

ドを た く さ ん 持 つ こ とが あ つた が 、そ れ

ら を 一 元 化 で き る

★ 編 集 対 象 を 巨 視 的 に 眺 め た り 、 徴 視 的 に

眺 め た り す る ホ ロ フ ラ ス テ ィ ン グ 機 能 を

利 用 で き る

○ 編 集 対 象 の 構 文 規 則 に 依 存 せ ず 汎 用 性 が あ

る

テ キ ス トを ■ 造 に 変 換 す る ● 文 解 析 ル ー

チ ン (ト ラ ン ス デ ユ ー サ )が エ デ イ タ 本

体 か ら 完 全 に 独 立 して お り 、 ま た 、 ユ ー

ザ が 文 法 を 定 義 で き る よ う に な つて い る

た め 、 日 集 対 象 の 構 文 規 則 に 依 存 しな い

構 造 エ デ ィ タ と な つ て い る .

○ 表 層 構 造 を 重 視 し た テ キ ス ト・ エ デ イ タ で

あ る

人 間 の 日 集 作 業 は 、 本 来 持 つ て い る 構 造

(深 ■ 綱 造 )よ り も そ れ を 表 現 して い る

テ キ ス トと し て の 構 造 (表 目 構 造 )に 着

日 して 行 わ れ る こ と が 多 い 。
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コ ン ピ ユ ー

可 欠 な 要 素

ユ ー ザ が コ

時 間 の 大 半

. エ デ イ

仕 事 を して

い う意 味 で

型 で あ る 。

― ス の ア イ

な い も の は

イ デ ア は 、

考 え て 提 案

べ て 、 エ デ

す る と い う

夕 。

で あ

ン ピ

を エ

タ こ

い る

マ ン

近

デ ア

な い

ま ず

さ れ

イ タ

目 標

ス テ

ー タ

ィ タ

、人

態 の

シ ン

の マ

、 エ

い え

エ デ

い る 。

よ り

向 か

シ

り

そ

状

マ

年

で

と

て

を

に

○ マ ル チ・ ウ イ ン ドウ を 使 用 し た ス ク リ

エ デ ィ タ で あ る

マ ウ ス に よ る カ ー ソ ル の 指 定 、 メ ニ

に よ る コ マ ン ドの 指 定 が 行 え 、 テ キ

の 表 示 領 域 、 コ マ ン ドの エ コ ーパ ッ

城 な ど を マ ル チ ◆ウ ィ ン ドウ に よ つ

割 し て い る .
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3。 [dipSの 機 能 概 要

EdipSに は 、次 の 二 つ の 編 集 モ ー ドが あ る 。

構 造 編 集 モ ー ド

しか る べ き 構 文 規 則 に の つ と つ て 編 集 を

行 う 、 い わ ゆ る 構 造 エ デ イ タ

文 字 列 編 集 モ ー ド

編 集 対 象 の 構 造 を 無 視 し た 文 字 列 と し て

の 編 集 を 行 う 、 い わ ゆ る テ キ ス ト 。エ デ

ィ タ

に よ り

い わ

は 、 テ

け る こ

シ ス テ

ー トを

こ と に

Ed:ps

方 式 と

る に は

再 び 構

た 部 分

操 作 は

して 行

ィ タ に

た 複 数

列 )を

編 集

ゆ る

ン プ

と が

ム が

提 供

よ り

で の

な つ

文 字

造 編

が 構

す べ

わ れ

お け

の 構

タ ー

作 業

構 文

レ ー

で き

構 文

しユ

テ キ

テ キ

て お

列 綱

集 モ

文 解

て タ

る 。

る カ

文 要

ゲ ツ

を

工

ト

る

に

ス

ス

り

集

析

素

ト

行 つ て い る 。

デ ィ タ の テ キ ス ト入 力

方 式 とパ ー ジ ン グ 方 式

。 テ ンプ レ ー ト方 式

そ つ た テ キ ス トの テ ン

ザ が そ の 中 身 を 埋 め て

卜を 入 力 し て い く 。

卜の 入 力 方 法 は パ ー ジ

、 新 た に テ キ ス トを 入

モ ー ドに 入 り 、 終 了 す

ドに 入 る こ と に よ り入

さ れ る 。 EdlDSで の

ゲ ッ トと よ ば れ る 領 域

タ ー ゲ ッ トと は 一 般 の

ソ ル に 対 応 す る が 、 運

(文 字 列 モ ー ドの 時 は

と す る こ と が で き る .

方 式

に 分

で は 、

プ レ

い く

一 方 、

ン グ

カ す

る と

力 し

■ 集

に 対

エ デ

続 し

文 字

一 部 の 構 造

て ど ち らの モ

て い る . 表

マ ン ドー 覧 表

Edlpsぉ ょ

す 。 パ ー ザ

れ 文 字 列 と構

つ て い る 。

は ウ イ ン ドウ

ム に 変 換 さ れ

作 業 は エ デ イ

構 文 木 を 操 作

削 除 の 例 ).

集 中 の テ キ ス

シ ー トで あ り

宇 列 と して キ

こ と に よ リ ウ

宇 列 ■ 集 モ ー

ず 、直 接 キ ャ
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夕特 有 の コ マ ン ドを 除 い

同 じ コ マ ン ド体 系 に な つ

次 ベ ー ジ )は EdipSの コ

エ

で

び

造

キ

か

る

タ

す

ト

ヤ

イ

ド

フ

ア

ド

1

あ

そ

プ

(

ら

本

る

キ

を

構

フ

ン

の

ク

イ

も

(

る

の

リ

タ

ポ

送

体

ヤ

文

文

ク

ド

時

タ

周 辺

フ
~イ

ー ム

ー ド

ら れ

構 造

が 内

と に

ラ ク

字 列

木 の

夕 。

ウ の

は 綱

・ シ

の 構 成 を 図 -1に 示

プ リ ン タ は 、 そ れ ぞ

)と の 相 互 変 換 を 行

や マ ウ ス か ら の 入 力

、 パ ー ザ に よ リ タ ー

綱 集 モ ー ドで の 目 集

部 的 に 保 持 して い る

よ り行 わ れ る (右 の

夕 。シ ー トと は 、 編

と して 保 持 し て い る

変 更 さ れ た 部 分 を 文

シ ー トに 送 つ て や る

表 示 が 変 わ る 。 文

文 木 で の 編 集 は 行 わ

― 卜を 操 作 す る こ と

１

１

・

３*+

1  +  2  *  3

1   +  3

テ キ ス ト ◆イ メ ー ジ

V

1   +  3

構  文  木

藝 ・・・ ターゲツト
削 除 の 例
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構文木

←ターム

ターム→

エ

デ

イ

タ

本

体

ウ

イ

ン

ド

ウ

エ
　
デ

　
イ
　
々
′
　
・

キヤラクタ。

シート

文字列 ◆コマンド ーーーー→ 字列 一一→

←ターム

ターム・一 →

←文字列

文字列→ 文字列 ――→

←文字列 ←文字列

パーザ

プリテイ

プリンタ

ファィル←文字列

図-l Ed!psと その周辺の構成図



コ マ ン ド名 機 能

target

scope

add scope

brother
reta brother
parent

child

口eta child

タ ー ゲ ッ ト範 囲 を 指 示 す る

操 作 範 囲 を 限 定 す る (ス コ ー プ 範 囲 を 指 示 す る 〉

操 作 範 囲 を 追 加 す る (ス コ ー プ 範 囲 を 追 加 す る )

タ ー ゲ ッ ト (ス コ ープ )範 囲 を 弟 方 向 へ 移 動 する

タ ー ゲ ッ ト (ス コ ープ )範 囲 を 兄 方 向 へ 移 動 す る

タ ー ゲ ッ ト (ス コ ープ )範 囲 を 親 へ 移 動 す る

タ ー ゲ ッ ト (ス コ ープ )範 囲 を 子 供 へ 移 動 す る

タ ー ゲ ッ ト (ス コ ー プ )範 囲 を 子 供 へ 移 動 す る

与 え ら れ た パ タ ー ン を 順 方 向 へ 検 索 す る

与 え ら れ た パ タ ー ン を 逆 方 向 へ 検 索 す る

タ ー ゲ ッ ト範 囲 の 構 造 (文 字 列 )を 順 方 向 へ 削 除 す る

タ ー ゲ ッ ト範 囲 の 構 造 (文 字 列 )を 逆 方 向 へ 削 除 す る

タ ー ゲ ッ ト範 囲 の 構 造 (文 字 列 )を 与 え ら れ た 位 目 の 弟 へ 複 写 す る

タ ー ゲ ッ ト範 囲 の 構 造 (文 字 列 )を 与 え ら れ た 位 置 の 兄 へ 複 写 す る

タ ー ゲ ッ ト範 囲 の 構 造 (文 字 列 )を 与 え ら れ た 位 置 の 弟 へ 移 動 す る

タ ー ゲ ッ ト範 囲 の 構 造 (文 字 列 )を 与 え ら れ た 位 目 の 兄 へ 移 動 す る

タ ー ゲ ッ ト範 囲 の 構 造 (文 字 列 )を 与 え ら れ た 構 造 (文 字 列 )に ■

換 え る

与 え ら れ た 括 弧 で タ ー ゲ ッ ト範 囲 を 囲 む

タ ー ゲ ッ ト範 囲 の 括 弧 を は ず す

削 除 さ れ た 構 造 (文 字 列 )を 復 活 さ せ る

タ ー ゲ ッ トの な い 状 態 に す る

ホ ロ フ ラ ス テ イ ン グ・ レベ ル を 設 定 す る

定 義 文 法 を 変 更 す る

編 集 モ ー ドを 変 更 す る

指 定 さ れ た フ ア イ ル か ら テ キ ス トを 読 み 込 む

指 定 さ れ に フ ィ ア ル ヘ テ キ ス トを 自 き 込 む

タ ー ゲ ッ ト範 囲 の 構 造 (文 字 列 )を ホ ワ イ ト 。ポ ー ドヘ 書 き 込 む

ホ ワ イ ト・ ポ ー ドか ら文 字 列 を 読 み 込 む

文 字 フ ォ ン トを 変 更 す る

ウ ィ ン ドウ の サ イ ズ を 変 更 す る

メ ニ ュ ー に よ リ コ マ ン ドを 指 定 す る

find

reta f lnd

ki ! !

meta klll

duplicate
reta duplicate
日OVe

neta nove

subst itute

enbracket

debracket

yank

passivate

visible level

change oranrar
change node

visit file

wrlte file

to uhiteboard

chanoe font
set window size

■enu

表 ― ■  コ マ ン ド ー 覧 表
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4。 トラ ンスデ ユーサ

。標 準 パ ー ザ /プ リテ ィプ リ ン タ

表 示 イ メ ー ジ と構 造 化 デ ー タ 間 の 変

換

・ エ デ ィ タ 用 パ ー ザ /プ リテ ィプ リ ン タ

表 示 イ メ ー ジ と エ デ イ タ 用 構 造 化 デ

ー タ 間 の 変 換

。シ ン ポ ラ イ ザ

輌 道 化 デ ー タ と PSI内 部 表 現 間 の 変

換

(A).(B)。 (C)。 (D)は 、 そ れ

ぞ れ 表 示 イ メ ー ジ .構 造 化 デ ー タ 。 エ デ イ タ

用 構 造 化 デ ー タ .PSI内 部 表 現 で あ る 。 図

-3に そ れ ぞ れ の デ ー タ 形 式 の 具 体 例 を 示 す 。

(A): S(A.B) :一  A=-1

(B):

S(

(C):

ト

造 と

~ア

つ て

リ テ

ト

く デ

ム か

れ た

素 で

フ

そ

イ

構

イ

フ

パ

ら

部

あ

ン

の

リ

造

プ

ン

ツ

も

分

り

ス

表

ア

を

リ

ス

ガ

使

が

ア

不

イ

持

ン

ア

や

用

そ

イ

で

ア

コ

さ

ト

れ

メ

た

イ

ン

れ

フ

ぞ

サ は 、 PSI内 部 の デ ー

ー ジ と の 相 互 変 換 を 行

ユ ー ザ が 定 義 し た 文 法

デ ー タ を 構 文 解 析 し た

ン グ し た り す る 。

サ は 、 エ デ ィ タの み で

バ イ ラ 等 の 他 の サ プ シ

る . 図 -2の 破 籠 に

ン ス デ ュ ーサ の 主 な 構

れ 次 の よ う な 変 換 を 行

夕構

う ユ

に 従

リプ

は な

ス テ

囲 ま

成 要

う 。

A

BA

S( )

A B A

ア トム

変 数   A

整 数  -1

図 -3 デ ー タ 表 現

ア トム  S

変 数   A

変 数   B

(D):
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入  出  力

エ デ ィ タ 用 パ ー ザ

プ リテ ィプ リ ン タ

標準パ ーザ /

プ リテ ィプ リン タ

シ ン ポ ラ イ ザ

(A)

(B)

(C)

(D)

トラ ンスデ ユーサ

デ バ ッ ガ 等エデ イタ

ア トム
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図 -2 トラ ン ス デ ユ ー サ の 構 成

)
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5。 文 法

ユ ー ザ 定 義 の 文 法 に よ り構 文 解 析 を 行 う シ

ス テ ム と し て 提 案 さ れ て い る も の は 、 文 脈 自

由 文 法 に 基 づ い た も の が 多 い よ う で あ る が 、

我 々 は 、 PSIの シ ス テ ム 言 語 で あ る ESPと の

親 和 性 とエ デ ィ タ 0コ マ ン ド と の 対 応 の と り

や す さ か ら 、 演 算 子 順 位 文 法 を 採 用 し た .

文 法 は 構 文 要 素 (tOken)を 定 義 す る 部 分 と演

輝 子 順 位 を 定 義 す る 部 分 か ら な る 。

構 文 要 素 の 定 義 に は 、 B‖ Fを 用 い る 。 構

文 規 則 の 右 辺 に は 正 規 表 現 が 日 け る よ う に な

つ て い る が 、 再 帰 的 規 則 は 許 さ な い の で 、定

義 で き る 構 文 要 素 は 正 規 集 合 に な る 。 浮 動

小 数 点 デ ー タ を 表 現 す る 構 文 要 素 の 定 義 を 例

と し て 挙 げ る .

dll:t::8"0"|"1" |… |"9"
rea: :8d:9:tl〔 dlglt),".",{d:g:t)

["^"・ ["・ "IL"】 ,dlglt,〔 d:g:t)]

右 辺 で 正 規 表 現 の た め に 使 用 で き る 記 号 と

そ の 意 味 は 次 の 通 りで あ る 。

さ れ て い る 。

0 0raphic character

デ イ ス プ レ イ 上 に 他 の 文 字 と は つ き り 区

別 さ れ る よ う に 表 示 さ れ 、一 文 字 の ス ペ

ー ス だ け を 占 有 す る 文 字 .

コ ン マ .コ ロ ン 。 ピ リ オ

を 二 つ に 分 離 す る た め に

。 for■ attlng character

タ プ 。 改 行 等 の 自 式 を 制

に 使 わ れ る 文 字

・ diglt        O～

・ lowercase !etter    ia～

O upperCaSe!etter  A～

・ kanJI        漢 字

・ quOted(JISコ ー ド .文 字 列

指 定 さ れ た 文 字 列 を 0日

の 中 の 指 定 さ れ た JISコ

個 の 同 じ 文 字 で ■ 換 え 、

の 文 字 で 囲 ん だ 文 字 列

ド等 の 、 文 字 列

使 わ れ る 文 字

"す
る た め に 主

9

Z

Z

)

以 上 並 べ た も の

― ドの 文 字 を 2

さ ら に 両 口 を そ

構 文 要 素 は 、以 下 の 6種 類 に 分 類 さ れ る 。

01

・ [・ "

0(0"

。 (・"

。英小

。 JIS

(負

(コ

(級

"(

](

)(

)(

文字

コ ー

(ピ

)

)

符 で

弧 で

弧 で

弧 で

ま る

ドニ

む )

む )

む )

む )

数 字

の コ

)…

、 引 数

演 算 子

2つ の

2項 演

、 引 数

演 算 子

の 前

引 数

算 子

の 後

符

ン

線

弓|

大

中

′」ヽ

で

ド

リ

号

マ

)

用

括

括

括

始

オ

囲

囲

囲

囲

英

そ

つ

… 差 集 合

… 連 接

… 細 集 合

… 終 端 記 号 列

… 省 略 可

… 0日 以 上 の 繰 返

し

… 補 助 記 号

列 … 非 終 麟 記 号

― ドを 持 つ た 文 字

二 つ の JISコ ー ド

間 の す べ て の 文 字

・ ア トム

。前 日 演 算 子 …

。間 目 演 算 子 …

・ 後 置 演 算 子 …

・ 左 括 弧

・ 右 括 弧

定 数 、 変 数 等 の

を も つ デ ー タ

負 符 号 の "‐ "等

に 日 か れ る 1項

減 法 の "‐ "等 、

の 間 に 日 か れ る

階 乗 記 号 "!"等

に 日 か れ る 1項

"(".・ begin等

")"。 end等

単 独 で 意 味

構 文 要 素 定 義 の 右 辺 に で て く る 非 終 端 記 号

は 、 中 間 的 な 文 字 列 を 定 義 す る た め で 、 そ れ

自 身 は 、 構 文 要 素 に は な ら な い が 、 再 び B‖ F

に よ つ て定 義 さ れ る 。 こ の 中 目 的 な 文 字 列

に は 、 シ ス テ ム で あ ら か じ め 次 の も の が 用 意

第 27回 プログラミング
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こ れ ら の う ち 、左 括 弧 と右 括 弧 を 除 い た 4

つ の グ ル ー プ 間 に は 、 重 な り が あ つ て も よ い

が 、 左 括 弧 や 右 括 弧 と して 定 義 さ れ た も の が

他 の グ ル ー プ に も 属 し て い る 綱 合 は 、 構 文 解

析 の 結 果 は 保 証 さ れ な い 。
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前 日 ,間 置 ,後 置 各 演 輝 子 に は 、 引 数 との

結 合 に 関 す る 優 先 順 が 定 義 さ れ る 。 DEC-10

PrO10o等 で は 、 各 演 算 子 に 自 然 数 を 割 り 当 て 、

そ の 大 小 で 優 先 順 を 定 め る が 、 こ れ は 人 間 に

は 直 感 的 に わ か り に く い の で 、我 々 は 次 の よ

う な 記 法 を 採 用 し た 。

relation> operator

re!atlonと operatorは 、 ユ ー ザ が 定 義 した

構 文 要 素 名 で あ る 。 1行 日 は relatiOnが 左

に OperatOrが 右 に あ る 場 合 は operatOrが 先 に

引 数 と結 合 す る こ と を 意珠 す る 。 2行 日 は

左 右 が 逆 転 して も 、 operatOrが 優 先 す る こ と

と 、 OpOratOr同 志 で は 左 の も の が 優 先 す る こ

と を 意 味 す る .

例 え ば 、構 文 要 素 定 麟 で "― "が Operator

に "="が re:at10nに な っ て い れ ば 、 図 -2

(A)の A=-1は (B)の よ う に 解 析 さ れ

る 。

口tr節 cder飾 1腱。n

31phanu口 erユ 0

opcel al_chara cte r

デ イ タ を 使 用 し て い る 時 は 、 人 間 は

な 構 造 よ り も 、 目 に 見 え る 構 造 に 着

で あ る 。 ま た 、 プ リテ イプ リ ン テ

行 う 場 合 、 深 い 構 造 を 忠 実 に 表 現 し

る と大 き な ス ペ ー ス を 必 要 と す る 。

、 演 算 子 順 位 は 、 エ デ ィ タ や プ リ テ

タ に は 一 般 に 無 視 さ れ る よ う に な つ

エ デ ィ タ や プ リ テ ィプ リ ン タ に も

た い 優 先 順 を 指 定 す る に は "》 "・ "く "

">》 ","く く"を 用 い る 。

え ば 、・・:― "が  !Oolcalsy口 bo:  で

!oO!ca!sy■ bo! >>re!ation

め ら れ て い れ ば 、 図 -2(A)は エ

パ ー ザ に よ っ て (C)の よ う に 解 析

工

理 的

が ち

グ を

と す

こ で

リ ン

る 。

さ せ

り に

例

と定

夕用

る 。

図

標 準

、 論

目 し

ィ ン

よ う

そ

イ プ

て い

意 識

の 代

デ イ

さ れ

-3は 、 PSIの シ ス テ ム 記 述 言 語 ESPの

文 法 定 義 で あ る 。

atoo( real I lnteger cul I ctrlng I ntl I oeta-varlablc ) ;

prerix( "01883"

"口 ode" l
(COD31a l

i l rrgta nce r
n be fore r
iattrlbutei
ipubl lor
"gpy 

n

i+r

“

´

・．

・

・
　

“
”

・

・

・

ぐ

〓ヽ
Ｊ

lr:rix(

parenthesls( leftvector, rl6htvector ) ;

parenthcsls( IeftIlst, rlghtllst ) .

precede nce-def lnl tlon

〉〉 "hn● "  〉 (30miCO10n  〉・ lnSta nCe" : ・ 100al"

"berOre"|"arter"
"naturo" | "oo口 pone nt" | "attribute"
‐
"   l "7‐ "  : "―

‐〉"

‥””
剛
“”″
Ｆ
か
ぐ
・Ｏｄ

ｅ

ｅ

　

■

”

”

”

”

”

ｄ ｌ

¨
ｐｐｅ
・８．
”
＝
Ｖ
ｅ”Ｏ
Ｆ
尋

"a"|
"?口  |

・ |" ;

"〕
口 |deI lnltcr

dlglt_soquGnc.

token_deflnl tlon

) seolcolon )

a too
a too
a toro

oooment
real

lntcgcr

Ieftv ector

loFtl lst

loveroasc-letterrIalphanuerlol l;
quoted( liri, I graplrlc-character I ) ;
( cpeclal-oharaoter, I apeolal-oharaoter I )
-- l.i I

"|"

| 〉 ("― 〉" 〉 "―〉")
ン   comma l "|")

"|"n03py"|・ ◆`")
==" :

3!= it, r I Braphlo-oharaoter ), neu-Ilnc ;
r:= dlglt_legueneo, "." r I dlglt I r

I r^n , [ "+r I r_,r I , dlglt_lequencc I ;
r : r dlgl t_rcgu€ nc€,

[ "'., [ .+r I r-" I, dlglt_rcgu€nco ] i
!3e rIJr I itl. ;
,tu rfi ,
..- l.I ...- L

3t: rlr 
;

o o- lll ...- t I
!!r r[r 

;
oo- lll ...- t a

r r- i I r..- I a

::= quoted( frrrr r I Srrphlo-ohemotcr I );

8° く  "^" : Cut く  "EOd"

く  "spy":"n03,y"|"｀ ◆"
くく  。。口ma l "|" く  "‐〉" く  "口 OdO・  : "publ 10"
く
'  "8‐
"  : "?― "  | "―

―)"

くく  "nature" ! "oo口 :)one nt" | "attt° lbute"

く  "berOre" | "arter" く  ●o口 loolon

neta_varlable :!= rft r I alplronuerlc I I ;
varlablc ::' ( upporcase-letter I t-" ) ,

! elphanurerlo I r-r I ;
fttllstop !!= i.l .
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図 -3  ESPの 標 準 文 法
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6.編 集 操 作 単 位

Edips

に 文 法 的

の を 編 集

ユ ー ザ が

操 作 を 行

場 合 が あ

b の み

し ま い 、

Edips

わ れ た 編

複 写 す る

に 、構 文

に 分 類 す

は 文 字 列 編 集 モ ー ドで な

に 正 しい (構 文 規 則 に 適

対 象 と して 保 持 す る .

編 集 対 象 に 対 し て 削 除 や

う と文 法 的 に 正 し く な い

る . 例 え ば 、 a+b

を 削 除 して も  a+/c

文 法 的 に 正 し く な く な つ

で は そ れ を 避 け る た め に

集 対 象 の 前 後 の 要 素 を 同

こ と が あ る 。 こ れ を 説

要 素 列 か ら な る 部 分 構 造

る 。

類 。 ま た は 後 置 類 に な る よ う に 操 作 対 象 (タ

ー ゲ ッ ト )を 拡 張 す る 。

型  攀を削除 (難 はターゲツト)

。操 作 対 象 が ア トム 類 の 場 合

い

と

複

状

/

て

操

時

明

を

限

し

写

況

C

と

し

作

に

す

次

り

た

ろ

な

に

な

ま

が

冑」

る

の

、常

)も

が 、

ど の

陥 る

で

つて

う 。

行 な

除 や

た め

よ う

・ 操 作 対 象 が 間 置 類 の 場 合

a+導 /C
a+轟 /C

a+b tt c

a+b tt C

a+難 !/c
a+b霧 /C
a+b!露iC
a tt b!/C
a+総 !/c
a+b黎 //C

a+bi葬驚C
a tt b i/C

a tt b i/C

a+難 !/C
a+b彗憾ノ/C

a+b!i懸 C

=左 へ 削 除 =>

=右 へ 削 除 =>

=左 へ 削 除 =>

=右 へ 削 除 =>

=左 へ =>

=左 へ =>

=左 へ =>

=右 へ =>

=右 へ =>

=右 へ =>

=右 へ =>

=左 へ =>

菫 >

=>

=>

=>

轟 /C

a+華

a tt C

a+b

ア トム 類 … ア トム と同 様 に 扱 わ れ る 。

ア トム .前 置 演 算 子 .左 括 弧 の

い ず れ か で 始 ま り 、 ア トム .後

目 演 算 子 .右 括 弧 の い ず れ か で

終 わ る 。

。前 置 類 … 前 日 演 算 子 と同 様 に 扱 わ れ る 。

ア トム .前 日 演 算 子 .左 括 弧 の

い ず れ か で 始 ま り 、 前 日 演 算 子 .

間 置 演 算 子 の い ず れ か で 終 わ る .

・ 後 置 類 … 後 置 演 算 子 と同 様 に 扱 わ れ る .

間 目 演 算 子 .後 置 演 算 子 の い ず

れ か で 始 ま り 、 ア トム .後 置 演

算 子 。 右 括 弧 の い ず れ か で 終 わ

る 。

・ 間 ■ 類 … 間 目 演 輝 子 と同 様 に 扱 わ れ る 。

間 置 演 算 子 。 後 置 演 算 子 の い ず

れ か で 始 ま り 、 前 日 演 算 子 .間

目 演 算 子 の い ず れ か で 終 わ る 。

削 除 を 行 う 場 合 、 文 法 的 に 正 し く保 つ た め

に は 、 削 除 の 単 位 を 前 置 類 。 ま た は 後 目 類 に

し な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 Edipsで は

テ キ ス トの 削 除 を 行 う場 合 、 そ の 単 位 が 前 日

第 27回 プログラミング
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挿 入 ,複 写 の 単 位 も 削 除 と同 様 に 前 日 類 .

ま た は 後 置 類 で な け れ ば な ら な い 。

里  戦を z の左又は右へ複写

括弧 をつけ る単位 はア トム類で なけ ればな

らない 。

旦  導Iの 部分に括弧をつける

bi/Z

bi/Z

bi/Z

z+b

z+b

Z!

Zノ/C

a+z

(a+b):/c

a+(b)!/C

a+(bl)/C

a+(bi/c)
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:- :c7..ta (lrtrin Soer ch

l,`●  :・ ・:|ロコ||口 ||■日llll「 :

Soerch.

llrcorp i I r
Srvo

kill
duplicrtr

lrova
viri t-fi lr

fron-riri trborrd
yrnl(rhor-trrill

rtr-l i I I
rte-dupl icetr

attt-nova
rritr-lilr

to-r*ri trborrd
I i Ir-nrne

buller. orp. I
lrkkor, rtc, t
t..pl a, .rp. I
rrrplrl. rrp. I
r.rpl.l..!p.2
rrrrch, rrD. I
rtrint.orp.2
eyntex. rrp. I
trrt. rrp. t

Pr rd i crtrr
Errcuh

7.動 作 例

[dipSの 動 作 例 を 以 下 に 示 す 。

これ は 、 SIHPOS(PSIの オペ レーテ イング
。システ ム )全 体 のハ ー ド・ コ ピーで あ り 、

Edlpsは デバ ッガ 、ラ イプ ラ リアン 、 フ アイ

ル・ マ ニ ピ ユ レー タ等 と共 に使 用 さ れる 。

EdipSの ウ イン ドウ は 、テ キス ト表示 部分 、

コマ ン ドの エ コ ーバ ック部 分 か らな つてい る 。

テ キス トは ウ イ ン ドウの 横 幅 に合 わ せ てプ リ

テ イプ リンテ イン グ さ れ て お り、… と ♯は ホ

ロ フラス テ イング機 能 に よ る構 造 の細 部 が 省

略 され 危表 示で あ る . 藩撚麟騒 で 囲 まれ た部

分 が ターゲ ッ トで あ り、編 集 作 業 はす べ て こ

の 部分 に対 して行 わ れる 。

こ こ で 、

(右 側 )へ 複写 す る と次 の よ うに な る 。

ターゲ ツ ト範 囲 の構 造 は ア トム類 な ので 、

そ の ま ま複写 しても文 法 的 にお か しくな つて

しま う。 そ の た め ターゲ ツ トの弟 の カ ンマ

(。 )も い つ し ょに複写 さ れ る。

次 に ターゲ ツ トの範 囲 を現 在 の 3番 目の子

供 へ移 動 して、そ の 範 囲 を削 除 する 。

ターゲツト範囲の構造をE]の弟

第 27回 プログラミング
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test-program has
:test-method(... ) :-
test-process (0bject ' Program, Process) ,

test-program(0bject' Argument, Program, Procass)
i local

test-program(0bject' t ... I numbor( il )'
1... I

)
i- t,

test-program(0bject, Tail' ... , Process)
: snd

31風 35

ヨi5日戸5てITT百百TTτ 537~T7丁
~sa而
百T百■:百百百

ARG)mouso-c I i ck
(dupl icate)

test-program has
:test-method(... ) :-

t

test-program(0bject, Argument' Program' Proces
i local

tcst-program(Object' [ . . .
1... I

)
i- l0

test-program (0bject , Tai I ' ' Process)

]・  number〈  ″ ).

'S(struct》 【56.17] samplolo osp

ARG)mouse-cl ick

test-program has
:test-method(... ) :-
test-procoss (0bject, Program' Proccss) '
test-program(0bject' Argument, Program' Procss

local
test-program(0bject' [ . o.

I ... I
)
!- l, test-process (0bject 

'test-program (0bject , Tai I ,

L numb€r( fl )'

[[[ft@, Process)
... , Process)

IPS(struct)[56.17]samplolo osp

ARG〉 3
くchild〉

test-program has
:test-method(... ) :-
test-process (0bject ' Program' Process) '
test-program(0bject, Argument' Program, P

local
test-program(0bject, t . . .

1... I

)
:- l, test-procsss(0bject'

test-program(0bject' Tai l,

J, numbor( # )'

回 国
|:coss)

くchild〉
くkill〉

70
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こ こで も同 様 に文 法 を正 し く保 つ ため に タ

ーゲ ッ トの弟 の カ ンマ が い つ し よに削 除 され

てい る 。

次 に  SX― $Y とい う構 造 パ ター ンを

順 方 向 に検 索 する 。 検 索 パ タ ー ン中 の  $

で始 まる構 文 要素 はメ タ変 数 と して扱 わ れ

(図 -3の ESP標 準 文 法 で定 義 され てい る )

、そ れ は どん な構 文 要 素 ともマ ツチ する 。

パ タ ー ンが 見付 か ったが 、そ の 部 分 の 表示

が省 略 さ れ てい る 。 そ こで 、可 視 レベル を

上げ てみ る 。

メ タ変 数 は 、そ れ とマ ツチ した構 造 を次 回

の検 索 コマ ン ドまで 値 と して保 持 して い る 。

従 つて 、今 はそ れぞ れ  $X=Head

$Y=PrOCeSS nOと な つてい る 。

第 27回 プログラミング

次 に  一 の両側 の構造 (Headと Pr
oceSS_nO)を 入替 え る 。 そ れ には

メ タ変 数 の保 持 してい る値 を用 い て ターゲ ツ

トの範 囲 を  $Y― $X に置 換 え る こ とに

よ つて行 え る .

3ditOF=丁
~

万1FSπ夏1石Iπ
“

Tπ 扇面「πT「τヨ雨
ARG〉 $Y - 3X
くsubstituto〉

次 に ターゲ ツ ト範 囲 に funCtOr(関 数 子 )

numberを つけ る 。 EdipSで は 、関 数

子 を括 弧 と同 様 に扱 つてい る の で 、括 弧 付 け

の コマ ン ドに よ りそ れを行 う。

次 に 、新 た にテキ ス トを入 力 す る ため に文

字 列 編 集 モ ー ドに入 る 。

test-program has
:test-rnethod( ... ) :-
test-process (0bject, Program' Process) 'test-program(0bject' Argument, Program' Process

I local
test-program(Objsct' [... J' number( il )'

1... I
)
i- I , tcst-procols (0bject ' Process) ,

test-program(Obisct, Tai I ' E, Process)

ARG〉 3X
くfind〉

$Y

i local
test-program(0bject ' IHeadlTai I ] '

number (Process-no), I I . o. I' Processl
)
t- I' test-procoss(0bject

tcst-prograrn (0b ject ' Tai I 'Process
)

Process) ,

@'

t-program has
: test-method

t03
Ar(Object gurnent

(Obtest-procoss ject
Processest Ar(Object_program

くvisiblo-lovol〉

test-program (0bject , Argument. Program'
local
test-program (0bject' IHeadl Tai I ],

numbir(Process-no), ll l, Processl
)
:- t, test-procest(0bject' Process) '

test-prosram (0b ject , Tai L EEEEU'
Process

)

t-program has
: test-method

to
Progr」00(Ob Ar gumen t

Process)Program '(Objectt_ptes

ARG)number (-)
(enbracket )
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;l百3「
~~~~~~~~~~~~~

test-program has
: test-method (0b ject, Argunrent, Program' Processl
:- test-process(0bject, Program' Process),

test-program (0b ject ' Argurnent, Program' Processi
i local

test-program (0bject ,[Head:Tall]・

)
:- l, test-procoss (06ject, Process),

test-program(0bject, TaiL @,
Process

)
: end

r_1
:laS3

EDIPS(struct》 [56,17]samplolo oSp



class
test-prograrn has

: test-method (0bject, Argument ' Program' Process)
!- test-procoss (0bject ' Program' Process) ,

test-program(0bject, Argument' Program' Process)
i local

test-program (0bject' IHead!Tai I ]'
number (Process-no) ,

I lHead-Procsts-nol3l ' Processl
)
:- I ' test-procoss (0bject, Process) ,

test-program (0bject, Tai i '
lifurnber (Process-no-Head), Process

)
i end

〈strinq)〔 56,17]samplolo osp

(enbracket)
(change-mode)

文字 列編 集 モ ー ドに入 る とす べ ての レベ ル

まで表示 する よ うにプ リテ ィプ リンテ イン グ

され る 。 文字 列編 集 モ ー ドで は 、一 般 の テ

キ ス ト 0エ デ ィタ と同 様 に編 集 対 象 の構 文 規

則 を気 にせ ず に テ キ ス トを入力 す る こ とが で

き る 。

テキス トの入 力 が終 り再 び構 造 編 集 モ ー ド

に入 る と、テ キ ス トが構 文 解 析 さ れ ウ イン ド

ウ にプ リテ ィプ リンテ ィング され る 。 も しテ

キス トに構 文 エ ラ ーがあ つた場 合 は 、そ の場

所 を ターゲ ツ トに して ユ ーザ に知 らせ 、構 造

編 集 モ ー ドに は入 らな い 。

〕ditor_1

iI戸5て3TT百こτう[56.17]samplolo osp

以上 、 EdipSの 一 部 の コマ ン ドの 動作 例 を

紹 介 した 。

8。 おわ りに

以 上 の よ うに Edipsは PSI上 で 稼 動 中で あ

る が 、現 在 は構 造 エデ イタ と しての 拡 張 。改

良 とテ キ ス ト 。エ デ ィタ と しての拡張・ 改 良

の 二本 立 てで進 め られ てい る 。 そ れ ぞ れ 以

下 の よ うにな つて い る 。

・ 構 造 エ デ イ タ

ブ ログ ラ ムや テ キ

く主 に構造 を も つた

コマ ン ド体 系 を改 良

か ら文 法 を演 算 子順

に変更 す る 。

現 在 採 用 してい る

み が比較 的単 純 なわ

を定 義 する ため だけ

高 い ので そ れほ ど複

よい とい う長所 が あ

り複雑 な プ ェックを

夕を最初 か ら構 文解

こ とを す る に は向 か

ンプ レー ト方 式 に よ

う とす る場 合 にそ の

ス トを編 集 す るので は な

デ ー タを編 集 する よ うに

し、又 扱 いや すさ の 関 係

位 文 法 か ら文脈 自 由 文 法

演 算 子順 位 文 法 は 、仕 組

りに ユ ーザ が必 要 な構 造

な らば 、十分 に記述 力 が

雑 な文 法 を自 かな くて も

る 。 しか し入力 時 にか な

してそ れ にあわ ない デ ー

析 時 に はねつ け る よ うな

ない 。又 、先 に述 べ た テ

る文法 ガ イダ ンス を しよ

ため に必 要 な情 報 を十 分

第 27回 プログラミング
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tegt-program has
ttest-method(0bject, Argument' Program, Process)

! - tcst-process (0b ject , Program, ..Process) '
test_program(0biect, Argument, Progranr' Process)

i local
test-Program (0bject' IHead! Tai lI'

numbcr (Process-no) 
'

I lHead-Process-not3l , Processl
)
:- l, test-Procos3 (0bject ' Process) '

test-Program (0bject ' Tai I '
numbor (Process-no-Head), Process

)
a

I

test-process(X, X) l- | i
tost 《X・  X, X) 8- ! : Fレ dヽ

72

Process) '

)

8- !|

・ [HeadlTall]・
i local

)

i test-process(X, X) !- I i

class

~IRa)[56,17]samplolo osp



に 自 込 む 為 の 枠 組 み が な

事 に 演 算 子 順 位 文 法 に は

の よ う に 明 確 な 定 義 や 信

存 在 し て い な い よ う で あ

文 脈 自 由 文 法 を 書 か せ

順 位 文 法 に 比 べ 最 初 の ユ

な る と い う 問 題 が 有 る が

入 カ チ ェ ッ ク は 結 局 は ユ

中 に 日 か な け れ ば な ら な

と し て は 作 業 量 が 増 え る

ろ う し 、 構 文 解 析 時 に あ

で き る とい う こ と は 、 有

我 々 は 文 脈 自 由 文 法 を

バ ー ジ ン グ 方 式 と テ ン プ

共 存 し た よ う な 新 しい 入

又 、構 文 解 析 の た め に は

分 に 利 用 で き る OCGと そ

プ 構 文 解 析 方 式 (BUP)

文 脈 自 由 文 法 の た め に 機

こ と を 考 え て い る .

い

文

頼

る

る

し`

と

る

用

採

レ

力

の

が

能

。 も う 一

脈 自 由 文

す る に た

とい う の

ザ の 負 荷

先 に 述 べ

ザ が プ ロ

こ と で あ

い う こ と

種 の エ ラ

な 場 合 も

用 す る こ

― 卜方 式

方 式 を 考

PrO:Ooの

た め の ポ

あ る の で

縮 小 し て

つ 重 大 な

法 の 場 合

る 理 論 が

は 演 算 子

が 大 き く

た よ う な

グ ラ ム の

り 、 全 体

は な い だ

― を 発 見

多 い 。

と に よ り

が う ま く

え て い る 。

機 能 を 十

トム ア ツ

、 そ れ を

採 用 す る

プ ロ グ ラ ム や

る 。 現 在 の 文

よ う に キ ヤ ラ ク

よ り 編 集 を 行 つ

シ ー トで の テ キ

う に 各 行 が 双 方

造 を し て い る 。

て い る 時 に は 適

を 編 集 し て い る

の bufferの よ う

改 行 コ ー ド )も

卜全 体 が 一 本 の

が 編 集 しや す い

Sで も キ ャラ ク

な く 、 enaCSの

用 す る こ と に し

合 せ て 自 分 用 の

emaCSの 設 計 方

使 わ れ て い る 工

Sの コ マ ン ド体

を 参 考 に して テ

い く 予 定 で あ る

・ テ キ ス ト・ エ デ イ タ

ア

宇

タ

て

ス

向

し

時

に

文

と

タ

た

工

針

系

キ

キ ス トを 編 集 す る の に 用 い

列 編 集 モ ー ドは 先 に 述 べ た

。シ ー トを 操 作 す る こ と に

い る 。 こ の キ ヤ ラ ク タ 。

卜の 持 ち方 は 、 図 -4の よ

の リ ン ク で 結 ば れ て い る 構

こ の 構 造 は 、 図 等 を 編 集 し

て い る が 、 一 般 に テ キ ス ト

に は 図 -5に 示 し た elacs

eol(end Of!ineま た は

般 の 文 字 と し て 扱 い テ キ ス

字 列 の よ う に な つて い る 方

思 わ れ る 。 そ こ で 、 EdlD

・ シ ー トの よ う な 構 造 で は

bufferの よ う な 構 造 を 採

。 ま た 、 ユ ー ザ が 好 み に

デ ィ タ を 作 れ る とい う点 で

を 、現 在 世 の 中 で 最 も 多 く

ィ タ で あ る とい う点 で e口 ac

や ユ ー ザ 。イ ン タ フ エー ス

ス ト 0エ デ ィ タ を 開 発 し て

↑ ↓

↑ ↓

↑ ↓
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図 -4 キ ヤ ラ ク タ・ シ ー トの 構 造

図 -5 enaCSの bufferの 構 造
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